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に参加してDIOXIN2001

上垣 隆 一ダイオキシンチーム

研究推進費をいただいて，9月10日から14日

に韓国の慶州市内で行われた 2001（ダDIOXIN

イオキシン国際シンポジウム）に参加した。本

シンポジウムは21回目の開催とのことで，今回

は900人を超える参加者，582の発表演題数と，

大きな規模で開催された。このシンポジウムに

は，農環研からは筆者の他に4名が参加してお

り，特に殷熙洙研究員が同行していることで，

大変心強く，楽しく，そして有意義に参加する

ことができた。

， ，韓国の慶州は 新羅の時代に首都として栄え

現在でも市内には数多くの史跡が点在する歴史

的な都市である。同時に，郊外にある普門湖周

辺（表紙写真）は，近代的なリゾート地帯とし

。 ，て開発されてもいる 慶州市と日本の奈良市は

史跡の保護や都市開発を共に行う姉妹都市とし

。 ，て提携していたとのことである しかし現在は

日本の教科書問題で破棄されているそうであ

る。韓国と日本とのあらゆる摩擦が解消され，

再び慶州市と奈良市は姉妹都市として，韓国と

日本とは，より強い友好関係の元に共に発展し

ていけるようになることを願ってやまない。

このシンポジウムの開催中に，ある意味シン

ポジウムの内容より印象深い重大な事件が起こ

った。アメリカの同時多発テロ事件である。シ

ンポジウムに参加していたメンバーのほとんど

は，それぞれに立派な設備を誇る普門湖の湖畔

のリゾートホテルに宿泊していたので，衛星放

送により種々のニュースをみることができた。

我々も日本語放送を見ることができ，テロ事件

についてリアルタイムで情報を得ることができ

た。アメリカの航空会社の航空便は全面ストッ

プし，シンポジウムの後半は復路の航空便の不

学会が行われた現代ホテル

安や，あるいは航空便の振替など，混乱が生じ

ていた。中には，家族や知人の安否を心配する

。 ，参加者もいた ダイオキシンの問題も重要だが

このような大事件に比べると，研究する意義が

いかほどであろうかという疑問に駆られた。つ

まりは，仕事ができる環境とは，第一に平和で

あるということが前提なのであろう。

本シンポジウムに参加して，世界中で行われ

ているダイオキシン類の研究が全体的に壁にぶ

つかっていることを感じた。それは，分析法に

ついての研究が進んでいるにも関わらず，ダイ

オキシン類の毒性についての研究の進展があま

りみられないことや，あるいは実態調査的な研

。 ，究が数多くを占めることなどである この壁は

結局自分自身の壁であり，いかに正確に実験で

証明することができるかが今後の研究発展のメ

インテーマとなるであろう。本シンポジウムに

参加して，ダイオキシン類への関心の高さ，自

分自身が携わっている研究の内容に対する反応

から，今後の研究の方向性が見えた気がした。

最後に，この場をお借りして参加する機会を

与えて下さいました方々に感謝申し上げます。
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